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結核 知って予防。早めの受診。 

９月 24日～30日は、「結核予防週間」です 

★ 結核は昔の病気じゃないの？ 

結核は、昔の病気と思われがちですが、今でも１日に２８人の新しい患者が発生し、５人が命を落とし

ている日本の重大な感染症です（今治保健所管内でも、年に１１～１９人の発生があります）。 

近年では、結核を発病した人の約４割が８０歳以上の高齢者で、約１割が外国生まれの患者です。  

２０～２９歳では７割が外国生まれです。 

★ 結核とはどんな病気？ 

結核とは、結核菌によって主に肺に炎症が起きる病気です。 

最初は風邪に似た症状で始まりますが、下記のいずれかに当てはまる場合には早めに受診しましょう。 

               

咳・たんが２週間以上続く   微熱が続く      身体のだるさ     急に体重が減る 

★ 結核は感染するの？ 

菌を出している、重症化した肺結核患者の咳やくしゃみなどの「しぶき」といっしょに、結核菌

が空気中に飛び散り、それを周りの人が直接吸い込むことで人から人にうつります。これを「空気

感染」といいます。 

ただし、感染しても、必ずしも発病するわけではありません。 通常は免疫力により結核菌の増殖を  

抑えこんでいますが、加齢による免疫力低下で発病することがあるので高齢者は要注意です。 

 

★ 結核は予防できるの？ 

健康的な生活が免疫力を高め、結核の予防につながります。 

早く見つけることが重症化を防ぎ、周囲への感染予防につながります。 

症状がなくても、定期的に健診を受けましょう。 

 

 

● 適度な運動    ● バランスの良い食事 

● 十分な睡眠    ● タバコを吸わない 

 

結核に関して心配な事があれば 今治保健所 感染症対策係 までお電話ください。 

☎ 0898-23-2500（228） 
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のけんこう応援レター（第 102 号） 
今治保健所 健康増進課 

〒794-8502 

今治市旭町１丁目４－９ 

T    TEL 0898－23－2500（代） 



 


